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第7回 アジア慢性期医療学会
The 7th Asian Congress of Medical and Care Facilities

未来を紡ぐ慢性期医療
～治して戻す～

Weaving the Future of Chronic Care

～Healing and Restoring～

会 場 ：福岡国際会議場

会 期 ：2026年11月19日（木）・20日（金）

大会長：髙石 義浩（医療法人社団 樹人会 北条病院 院長）

学会長：中村 哲也（IMSグループ板橋中央総合病院 理事長）



慢性疾患と共生する
期間の長期化による
財政負担の増大
国家財政への持続的

なプレッシャー

急速な少子高齢化
出生率の低下と
人口構造の高齢化

医療技術の高度化と
支出高騰

先進的な医療技術の
導入に伴う保健医療支
出の避けられない増加 医療費抑制に向けて

各国で進められる多様な施策

医療の「効率性」と「公平性」をいかに両立するか

効率性の追求 公平性の維持

東アジアが直面する3つの共通課題



Day 1 Program 11月19日（木）

11:50～12:40 ランチョンセミナー
座長：佐治 直樹
（国立長寿医療研究センター もの忘れセンター 副センター長）

認知症になる前に見つける・防ぐ
〜腸内細菌叢検査で実現する慢性期医療の新たなアプローチ〜

演者：畑山 耕太
（シンバイオシス・ソリューションズ株式会社 主幹研究員）

12:50～13:50 基調講演
座長：中村 哲也
（IMSグループ板橋中央病院 理事長）

（仮題）インドネシアにおける高齢者向け長期ケアシステムと
サービスの発展の見通し ～ 人口高齢化に対応するための国家戦略～

演者：インドネシア共和国 保健省 要支援者向け保健医療サービス局長／
グローバルヘルス政策・戦略・ガバナンスセンター長

14:00～18:00 シンポジウム1 各国の慢性期医療の状況
座長：中尾 健太郎
（イムス横浜東戸塚総合リハビリテーション病院 院長）

招待講演1（日本）
演者：橋本康子
（一般社団法人日本慢性期医療協会会長）

招待講演2（韓国）
演者：HA CHANG YOUNG
（CEO, Director, PYEONGTAEK SAMSUNG HOSPITAL）

招待講演3（韓国）
演者：KANG SHIN WOO
（Hospital Director, The Myungpum Rehabilitation Hospital）

招待講演4（韓国）
演者：KIM EUN YOUNG
（Medical Director, Pogeunhan Rehabilitation Hospital）

招待講演5（中国）
演者：Gao Yongjun
（Hospital Director, Nantong City Rugao Construction Hospital）

Discussion



Day 2 Program 11月20日（金）

9:00～12:15
シンポジウム2
(仮）日本における外国人人材の受入と就業状況

座長：髙石 義浩
（医療法人社団 樹人会 北条病院 理事長・
第7回アジア慢性期医療学会 大会長）

基調講演「（仮）外国人介護人材の受入制度について」
演者：矢口浩也
（公益社団法人国際厚生事業団外国人介護人材支援部部長）

基調講演「（仮）長期介護従事者の日本での配置に関するインドネシアの政策
～日本でのインドネシア人長期介護従事者の貢献と成果と医療専門職や長期
介護従事者の教育・研修に関する政策～」

演者：Jeffri Ardiyanto
（Director of Health Human Resources Deployment）

（仮題）外国人介護人材受入れ施設の現状
演者：猪股 恵子
（イムスグループ本部事務局 介護部長）

（仮題）外国人介護人材として入国後の就業と生活
演者：フロレス サンドラ ジェルサレム
（埼玉ロイヤルケアセンター 看護部 副主任）

（仮題）外国人介護人材の就労後の勤務状況と就労課題
演者：平野裕子
（長崎大学生命医科学域保健学系教授）



FUKUOKA

持続可能な施策を求めて

国際社会に貢献するために

各国の経験を深く学び合う

未来への挑戦に向けて
多くの皆様と知見を共有できる場を目指して

未来の慢性期医療を見据えた白熱した議論
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